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1 はじめに
プレゼンテーションのスライドを作成する際に主に Mi-

crosoftの PowerPointが使用される．しかし、PowerPointの
スライドはファイルごとでまとまっているため，スライドを
再利用するときは PowerPoint ファイルを開きスライドを選
択する必要があり，スライドの再利用には向いていない．
本稿では，PowerPointファイルを HTML5コンテンツであ

るスライドスタックに変換する手法について述べる．特に，
PowerPointにおけるアニメーションを CSS Animationで再現
するための変換および再生手法について述べる．PowerPoint
ファイルを変換するには，PowerPointファイルが複数のXML
ファイルの zip 圧縮により構成されているため，XML ファ
イルを解析し，スライドの構造やアニメーションを抽出する
必要がある．HTML5によるプレゼンテーションはブラウザ
を用いるためプレゼンテーションソフトウェアは必要なく，
画像，音声，動画などの Webコンテンツを扱いやすいとい
う利点がある．関連研究として Timesheets.jsを用いたプレゼ
ンテーションツール [1]や Carouselを利用したプレゼンテー
ションツールの研究 [2] が存在する．関連研究との差分は，
本研究の目的をスライドの再利用としたことである．

2 スライドスタック
2.1 用語の定義
本研究におけるスライドスタックとは，複数のカードを積

み重ねた HTML コンテンツである．カードは，PowerPoint
におけるスライドに相当する SVGを含むWebコンテンツで
あり，テキスト，図形，画像などのオブジェクトを含む．

2.2 スライドスタックへの変換
本節では PowerPoint ファイルから SVG ファイルおよび

HTML, JavaScript(以降，JS), CSSファイルに変換するシステ
ムについて説明する．生成される SVGファイルはカードの
ファイルであり，HTML, JS, CSSはスライドショーを再生す
るためのファイルである．変換システムは PowerPoint ファ
イルを解析するモジュールと抽出された情報からファイルを
変換するモジュールから構成されている．図 1に変換システ
ムのシステム構成図を示す．図では PowerPoint ファイルを
PPTXとする．
変換の手順を以下に示す．解析モジュールは次のステップ

2, 3の処理を行い，生成モジュールは次のステップ 4, 5, 7の
処理を行う．

1. PowerPointファイルをシステムに入力する
2. PowerPoint ファイルから次のスライドの XML を取得
する

3. XMLからアニメーションの情報を抽出する
4. XMLから SVGファイルを生成する
5. アニメーションの情報から CSSのコードを生成し SVG
ファイルに追加する
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図 1: システム構成図

6. 未処理のスライドが存在する限り，2～5を繰り返す
7. SVGファイルと HTML, JS, CSSファイルを出力する

ステップ 2, 4の処理では PowerPointファイル解析ツール
の Apache POI APIを使用した．ステップ 2で取得した XML
ファイルの概略を図 2に示し，ステップ 4で生成された SVG
ファイルの概略を図 3に示す．スライド構造にはオブジェク
トの位置や色などの情報が含まれている．図 2のようにアニ
メーション情報は XML形式で記述され，図 3に示すように
style タグ内のアニメーションは CSS Animation 形式で記述
されている．CSS Animationとは CSSでアニメーションを記
述する方法で，CSS Animationは 2つの要素で構成されてお
り，アニメーションの名前，時間などのアニメーション情報
を記述したスタイルと時間ごとの動作を記述したキーフレー
ムからなる．

<p:sld>

<p:cSld> スライド構造 </p:cSld>

<p:timing > アニメーション情報 </p:timing >

</p:sld>

図 2: XMLファイルの概略

<svg> スライド構造 </svg>

<style ><![ CDATA[ アニメーション ]]></style>

図 3: SVGファイルの概略

ステップ 3 で抽出するアニメーション情報の具体例を図
4 に示す．XML から必要なアニメーション情報はアニメー
ション時間”dur”，アニメーション開始時間”delay”，変化さ
せる変数名”attrName”，(時間”tm”，変数値”val”)である．図
4の dur=”500”はアニメーション時間が 500ms，delay=”0”は
アニメーションの開始が 0msであることを示している．アニ
メーションにおいて変化させる変数は ppt yであり，tm=”0”
のとき ppt y=#ppt y(オブジェクトの y 座標)，tm=”100000”
のとき ppt y=1+#ppt h(オブジェクトの高さ)/2となるように
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ppt yを変化させる．ここで，#ppt yや 1+#ppt h/2の値はス
ライドの高さを 1としたときの相対的な値となる．

<p:anim calcmode="lin" valueType="num">

...

<p:cTn id="7" dur="500"/>...

<p:cond delay="0"/>...

<p:attrName >ppt_y</p:attrName >...

<p:tav tm="0">

<p:strVal val="#ppt_y"/>...

<p:tav tm="100000">...

<p:strVal val="1+# ppt_h/2"/>...

</p:anim>

図 4: XMLのアニメーション情報の具体例

次にステップ 5 で生成される CSS のコードの具体例を
図 5 に示す．図 5 のコードは図 4 のアニメーションを CSS
Animation形式に直して記述したコードである．”animation:”
以下はアニメーションの定義名であり，keyframes1 の動作
を 0msから 500ms間アニメーションするという定義である．
linearは keyframesで定義した値が線形的に変化するというこ
とである．0% {top: 136px;}, 100% {top: 554px;}はア
ニメーションの対象オブジェクトが 0msで top: 136px，500ms
で top:554pxとなるように移動することを表す．ステップ 5

.animation0.build {

animation: keyframes1 500ms linear 0ms

;

}

@keyframes keyframes1 {

0% { top: 136px; }

100% { top: 554px; }

}

図 5: CSSのアニメーションの具体例

では生成された CSS のコードを図 3 の style タグに挿入す
る．ステップ 7では生成された複数の SVGファイルとスラ
イドショーを再生するための HTML, JS, CSS ファイルを出
力する．
本システムでスライド数 3，アニメーション数 1，168KB

の画像 1枚を含む 225KBの PowerPointファイルを変換する
と変換後の SVGファイルは 229KBであり，再生用の HTML
ファイルなどを含めて 279KBであった．

3 アニメーション管理
本節ではスライドのアニメーション管理について説明

する．本システムのアニメーションはタグごとに適用でき
る．本システムでは，アニメーションするタグは class 属
性に animation 名，data-animationorder プロパティ ，data-
animationtimingプロパティの 3つのプロパティを持つ．an-
imation名は”animation”と任意の文字列を連結した文字列で
ある．data-animationorderはアニメーションの実行の順番を
表し，値は数値である．data-animationtimingはアニメーショ
ンの実行タイミングを表し，値は click, sametime, after の 3
種類がある．
次にアニメーションの順序の管理について説明する．1つ

のスライドに複数のアニメーションがあった場合，それらの
アニメーションには実行する順番が存在する．スライド遷移
後の処理を以下に示す．スライドの遷移とは前後のスライド
に移動することとする．

a. class属性に”animation”を接頭辞としてもつタグを全て
取得する

b. 取得したタグの DOM 要素, data-animationorder, data-
animationtiming からアニメーションオブジェクトを生
成する

c. アニメーション配列に全てのアニメーションオブジェク
トを追加する

d. data-animationorderについて昇べきの順になるようにア
ニメーション配列をソートする

ステップ b で DOM 要素，data-animationorder，data-
animationtiming を要素として持つアニメーションオブジェ
クトを生成する．アニメーション配列とはアニメーション
オブジェクトを要素としてもつ配列である．
次にアニメーションの実行管理について説明する．本シス

テムでは右キーを押すとスライドを遷移させるか，アニメー
ションを実行する．右キーが押されたときの処理を以下に
示す．

A. アニメーションカウンタと同じ値の data-animationorder
のアニメーションオブジェクトをアニメーション配列
から取得する

B. もし，取得したオブジェクトが存在すればステップ 3の
処理を行い，存在しなければ次のスライドに遷移する

C. 取得したアニメーションオブジェクトのタグの class属
性に buildを追加する

D. アニメーションカウンタをインクリメントする
アニメーションカウンタの値が実行中のアニメーションの
順番を表している．アニメーションの実行はタグの class
属性に build を追加することで実現している．例えば，
<div class="animation0" data-animationorder="1"

data-animationtiming="click"></div>というタグが存
在しアニメーションカウンタの値が 1の時，class属性に build
が追加され，図 5の.animation0.buildセレクタのアニメーショ
ンが実行される．このようにしてアニメーションの実行管理
を行う．

4 おわりに
本稿では，PowerPointファイルを HTML5コンテンツであ

るスライドスタックに変換する手法について述べた．特に，
PowerPoint におけるアニメーションを CSS Animation で再
現するための変換および再生手法について述べた．スライ
ドの再利用性を高めるために，各スライドを独立して再生可
能な SVGファイルとして実現した．本研究の先行研究では
Web 上での同期編集技術を実現しており，本技術をスライ
ドスタックに適用することで，遠隔地でのプレゼンテーショ
ン，および，スライドの協調編集も実現可能である．さらに，
Web RTC技術を利用することで，Webブラウザを利用した
ビデオチャットも実現可能であり，新たなWebブラウザの高
度利用が可能になる．また，スライドスタックに関連して，
複数のスライドスタックのマッシュアップを支援するための
スライド共有基盤を開発中であり [3]，スライドスタックに
基づく情報再利用および共有の促進が期待できる．
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